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26日(月)  13:30  ベレア会 
28日(水)  19:00 定例祈祷会 
29日(木)  10:30 朝の祈り会 
30日(金)   6:30  早天祈祷会 

                   
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
         

 

                                

                                      

 

≪2025 年年間聖句≫ 

「彼らはいつも、使徒たちの教えを守り、交わりを持ち、パンを裂き、祈りをしていた。」 

使徒の働き ２章４２節  

礼 拝 順 序 

司会：大野兄        受付：鈴木姉・藤原姉  

奏楽：清水姉・関口泰姉  献金：島津兄(祈り)・芝坂佳姉 
礼拝前祈祷               一 同 

 前   奏 「いざやともに声うちあげて」 奏楽者 

 招   詞             司会者 

※賛   美 福音讃美歌 １１番  一 同 

 開 会 祈 祷      司会者 

 主 の 祈 り       一 同 

 交   読 詩篇 32篇１～11節 

  （旧約）2017版 962頁 一 同 

 讃   詠 福音讃美歌 １６番      一 同 

 聖    書 ルカの福音書 19章１～10節 

  （新約）2017版 157頁    司会者  

  賛   美 「あなただけに」    一  同 

            《換気》  

信 仰 告 白    一 同 

宣   教 「人生の方向転換」  國分力師   

賛   美 福音讃美歌 ３００番  一 同 

 献   金                    一 同 

※頌   栄 福音讃美歌 ２７５番    一  同 
※祝   祷         國分力師 
※後   奏 

   報   告 

※印は、可能な方はご起立下さい。 

本日の予定 

 10:15  奉仕者祈祷会 

10:20   賛美練習 

10:25  礼拝前 静思の時 

10:30  礼拝 
11:45  教会学校/新来会者クラス 
14:00   BS活動（餅つき） 

16:00   夕べのひと時 

 

来聖日の予定 

   礼拝、聖餐式 

   教会学校/交わりグループ 

   役員会      

          （２/１ 昼食有ります） 

 
 
今週の奉仕             次聖日の奉仕  

生  花：小坂姉         司 会：津村道兄      配 信：広路兄・佐野兄 

トイレ掃除：島津兄姉        奏 楽：平野姉        献 金：島津姉・島津兄 

掃  除：山田姉・関口泰姉    受 付：多井姉・山田姉    プロジェクター：江藤姉 

聖餐式準備：江藤姉・井田姉・中西姉 

今週の集会等 

  

今週の宣教  

「人生の方向転換」                                                                                                                       
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次 週 ２月１日(日) 

讃美歌  54,66(1),「やさしいイエスさま」, 

285,540 
交 読 ミカ ６:３～８ 
聖 書 ヨハネ ４:21～24 
宣 教 「父なる神の求め」 
               青山潤師  

礼拝５分前に着席し、 

祈りつつ礼拝に備えましょう。 



今週のみことば   
                        

 

「人の子は、失われた者を捜して救うために来たのです。」 

（ルカの福音書 19 章 10 節 ） 
 

 
 
 
 
  
 
 

 

報  告 

1. 【礼拝】 礼拝前の 10：20から５分間、礼拝で用いる賛美１曲を練習します。 

      本日は都区内教職者講壇交換で柿生キリスト教会の國分力師に宣教奉仕をしていただきました。 

青山先生は永福南キリスト教会で宣教奉仕です。 

         

2. 【BS】 本日 14時より、庭とオリーブの部屋でＢＳの餅つきを行います。 

3. 【夕べのひと時】  本日 16時 30分より夕べのひと時を行います。 

 

4. 【役員会】 来聖日、13時より役員会を行います。 

5. 【讃美歌集】 ２月は讃美歌を用います。 

 

6. 【能登半島地震】  輪島聖書教会（牧師：荒川康司師）の災害支援として募金箱を設置しています。 

7. 【クリスマス献金】  救い主イエス・キリストのご降誕を喜び、感謝をささげましょう。本日まで受付けます。 

 

8. 【教会とは】 「彼らはどのようにして、新しく与えられた生命を表明したのだろうか。その答えは、彼らが 

         したように一緒に集まることによってであった。－ 彼らは「毎日」集まった。彼らは「心を一つ 

にして集まり続けた」。これが真の教会の特徴であった。－ 彼らは年に１度イースター礼拝 

に出席する人々ではなかった。時折礼拝に出席する者でもない。家族の誰かが大病に 

なったときや、葬式や結婚式のときに出席したのではない。彼らは継続的に定期的に集 

まった。－ 彼らは誘われたり強いられたりする必要はなかった。とんでもない。それどころ 

か、初代教会のクリスチャンの困難とは、彼らを家に戻すことであった。」 

（『教会とは何か』ロイドジョンズ, p.20） 

 

9. 【みことばの光】  今週のみことばの光による、聖書通読箇所は以下の通りです。聖書を読みましょう！  

25日 Ⅰテサロニケ  3章、 26日 4章、 27日 5:1～11、 

28日 5:12～28、 29日 Ⅱテサロニケ  1章、 30日 2章、 31日 3章                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

初めて礼拝にご参加の方、求道中の方へ 

ようこそお越しくださいました。みなさまを心から歓迎いたします。祈りのときは、黙祷し、共に心を 

合わせてくださると感謝です。献金は神さまへの感謝のささげものです。強制ではありません。 

ご相談や聖書の学びを希望される方は、遠慮なく牧師までお申し出ください。 

 

 

 


